平成24年度文化庁委託「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

ともに生きるまちづくりのための日本語
多文化まちづくり工房
目的・目標
外国籍住民が地域で生活していく上で必要不可欠な言葉や会話、知識などをなどを「「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案」を参考にしながら、地域の諸機関と連携した上で作成し、必要な部分については地域のニーズに合わせた言語に翻訳をする。
対　象
初級前半から初級後半程度の人たちを主な対象とする。また、地域に多く住んでいる人にあわせ、中国語、ベトナム語、カンボジア語の翻訳を作成する。
構　成
全62ページおよびベトナム語、カンボジア語、中国語の3言語対訳版。
· １１９番通報 　4P
· 救命処置　 2P
· 消費生活 　14P
· 金融機関を利用する　 4P
· 電車に乗ろう　 9P
· バスに乗ろう 　6P
· 市役所・区役所　　8P
· 地域社会に参加しよう 　6P
· 郵便を使う　 9P
使い方
まず、話題のテーマとして、それぞれの内容について会話をする。対訳や可能であれば通訳も活用しながら、会話の内容をふくらませる。その後、地域の中や周辺の情報を中心に、言葉や名称などを分かりやすいように写真や対訳や通訳を使って説明し、その後会話例などについて練習をする。できるだけ身近な場所などの名前を使って言い換えなどの練習を行う。
